[bookmark: _GoBack]普通徴収で報告する場合

普通徴収対象者については、必ず『普通徴収』にチェックを入れ、特別徴収できない理由として、「摘要」欄に符号「普Ａ～普Ｆ」のいずれか、もしくは普通徴収該当理由の入力をお願いいたします。
	符号
	普通徴収該当理由

	普Ａ
	総従業員が2人以下の事業者
総従業員数：事業所全体の従業員の人数から、下記「普Ｂ」～「普Ｆ」に該当する全ての人数を差し引いた人数

	普Ｂ
	他の事業所で特別徴収されている

	普Ｃ
	毎月の給与が少なく、税額が引ききれない

	普Ｄ
	給与の支給が毎月でない（不定期受給）

	普Ｅ
	専従者給与が支給されている※個人事業主のみ対象

	普Ｆ
	退職者又は退職予定者（５月末まで）


　











（例）PCdesk(無料のeLTAX対応ソフトウェア)を使用した場合の個人別明細書の入力画面
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両方の欄に記載がないと普通徴収として扱われません。
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